
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 

新センター長からのご挨拶 
 

ホームページの開設について 
 

アジア･日本研究センターワークショップ 
 
 

 

 平素よりアジア・日本研究センターの発展にご尽力い

ただいております各方面の皆様に、あらためて深く感

謝申し上げます。 

  

 このたび、私どもは運営委員会の審議を経て、アジ

ア・日本研究センターの再出発を期した新たな活動方

針を正式に決定いたしました。創設期には対外的な広

報を重視した運営がなされ、多くの貢献を残しました

が、当研究センターも創設４年目を迎え、その使命と

役割をよりいっそう鮮明にすべき段階に入ったと思わ

れます。新たな方針は、学術的な活動を支援・活性化

し、研究センターとしての使命を全うするため、前年

度までと比べ大きな方向転換を含むものです。そこで

この紙面を借りて、その骨子についてご説明させてい

ただきたいと思います。 

 

新たな活動方針は、研究プロジェクト、研究フォー

ラム、シンポジウム、活動報告の４つの柱からなって

おります。このなかで、研究プロジェクトと研究フォ

ーラムは、これまでにない制度の導入ということにな

りますので、それについて簡単にご説明させていただ

きます。 
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1． 研究プロジェクト制について 

 今回の方向転換の基本は、センターの活動内容の比

重を、創設期の広報重視のものから研究センターとし

ての成果と実績を生み出せる方向へと軌道修正して

いくことにあります。研究プロジェクト制の導入はそ

の大きな柱となります。成果の還元が見込めるプロジ

ェクトに対して重点的に支援し、センターの社会的認

知度と地位を高めていくことをその趣旨とします。

 

単年度で数件のプロジェクト成立を目指しており

ます。今年度に関しては、「ポップカルチャーから見

たアジアの文化交流」や「アジア・ライフスタイルの

成立」といったプロジェクトがすでに発足しておりま

す。前者のプロジェクトに関しまして、第１回目のワ

ークショップが 9 月 25 日に開催されました。詳細に

ついては、別掲の紹介記事をご覧ください。 
 



2． 研究フォーラムについて 

オープンかつ高度な研究交流の場として、研究フォ

ーラムを不定期に開くこととし、総称として「AJフ

ォーラム」と名づけることにしました。研究環境の

活性化と有機的な研究者ネットワークの構築を目指

し、アジア（およびその一部としての日本）に関わ

る様々な分野の第一線で活躍している国内外の研究

者を招聘し、研究フォーラムを開催します。 

 

 将来的には学生や一般市民まで含めたオープンな

議論の場を準備することが理想ですが、活動の比重

は広報でなく、あくまで高度な研究交流の実現とい

う側面にあります。したがって、少人数セミナーの

ような形式になるケースもあるでしょう。年に数回

から 10 回ほどを目安に、不定期に実施します。セン

ターの認知度と地位を高めるような企画に対して

は、重点的に支援したいと思います。 

 

 今年度の内容にはまだ未確定のものが多いのです

が、特別企画として２月（予定）には内外の専門家

をお呼びして、国際フォーラム「持続的都市に向け

て」を開催する予定です。 

 

 

 

3． その他 

 活動報告についても、従来とは異なるスタイルを

取ることになりました。それについては次の案内記

事をご参照ください。それ以外の部分については、

これまでセンターが築き上げてきたやり方をより発

展的に継承していく所存です。 

 

 

 

 

 

 以上、新たな活動方針について大ざっぱな説明をさ

せていただきましたが、センターはまだ理想の姿には

ほど遠い萌芽的な段階にあります。皆様の忌憚のない

ご意見をお待ちする所以もそこにあります。今後とも、

よりいっそうのご支援、ご協力を賜りますよう心から

お願い申し上げます。

 
 平成 16 年 11 月

 

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 これまで当センター活動報告の場として発行してまいりましたこの「ニュース・レター」は、今号を持ちまし

て廃刊することになりました。今後は新たに「アジア･日本研究センター」としてのホームページを開設し、フ

ォーラムやプロジェクトなどの活動について頻繁にその成果を公表していきます。さらに年度末には活動の報告

と投稿論文をとりまとめた紀要を定期的に発行し、センターの活動実績が蓄積されていくようにいたします。 

 

センターのホームページは国士舘大学のウェブページ内部に作成する予定です。アクセス方法は、次の通りで

す。センターの最新情報については、そちらをご覧いただくようお願いいたします。 
 

国士舘大学ホームページ http://www.kokushikan.ac.jp/
 → 左側のINDEXより、アジア･日本研究センター
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 今年度のAJセンター主催行事として最初の試みとなるワークショップを開催いた

しました。当日は、コメンテーターや一般の参加者を含め、40 名以上の参加があり、

熱い討議が繰り広げられました。発表内容の要旨は次の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

J-カルト発展の要因としてまず挙げられるのは、日本
の大企業が工場を海外に移転させたという経済的側面で

ある。その影響によりアジアの人々の生活状態が改善さ

れ、娯楽に時間を費やせるようになると、日本の生活基

準がアジアにおけるミドルクラスの理想となった。また、

植民地時代を知る世代の多かった頃に比べ、日本文化が

受け入れ易くなっている政治的現状も大きい。そしてア

ジアの国々にとって日本文化は近似性があり、親近感が

あるという文化的要素も挙げられる。そうした要因から、

日本文化が基準となる“アジアン・モダニティ”の発展

が可能になったのである。 
海外におけるＪ‐カルトはアメリカのポピュラー文化

とは違い、“日本”を前面に主張しておらず、文化的に無

臭である。つまり日本製品は、日本的生活の支柱として

は捉えられていないのである。この考えが示すのは、J-
カルトが日本を出て行く際に特色を取り外し、各地域に

入り込む際に、そこのライフスタイルが好む色を身に付

ける、受容的適応のパターンである。 
J-カルトに拠るモノが、どのように使われているかだけ
でなく、どのように伝わり広がっていくか、ポピュラー

文化における生産、流通、消費という全社会的なプロセ

スを、文化的かつ社会的なアプローチをもって分析をす

ることが必要になってくる。また、J-カルトの文化面の
みに注目すると、営利的な面で矛盾が出てくる。ポピュ

ラー文化がまず市場製品であることを考えると、文化面

だけでの研究は受け容れがたいのだ。ポピュラー文化の

流れを理解するには、メディア商品の中身と、その消費

の側面を同時に研究することが必要である。 

ディスカッション第一部： 

ブライアン モラン (コペンハーゲンビジネススクール
異文化コミュニケーション/マネージメント科教授) 
ロンドン大学人類学及び日本美術にて博士課程修了。広

告とメディア、経済人類学、日本の社会と文化を中心に

研究。デンマーク研究局が支援する、5 カ国における女
性のファッション雑誌に関する二年制プロジェクトに携

わっている。著書に『日本文化の記号学̶̶下駄履きモー

ランが見たニッポン大衆文化』、『ロンドン大学日本語学

科̶イギリス人と日本人と』など。 
Soft Sell, Hard Cash: アジアの J‐カルトをマーケテ

ィングする 

 今日、アニメからスシに至る日本のポピュラー文化（J-
カルト）は世界の至るところで発見できる。とりわけ、

植民地化された歴史があり、現在は先進国入りを目指し

ているアジア全域に広がっている。 
 文化を“Hard”（ファイナンスとテクノロジー）“Soft”
（メディアと理想）に分けた上で、グローバル化との関

わりにおいて J-カルトの意味を理解するには、次の 5つ
の流れを考慮すべきである。アジアに浸透する日本的な

文化は、1）最新テクノロジーに依存している。２）地域
的な資金投資の結果である。３）マーケティングやエン

ジニアリングなど様々な分野の人間を巻き込んでいる。

４）ほとんどすべてのメディアを網羅している。５）日

本のポピュラー文化における生産性などの理想を反映し

ている。 

開会挨拶 

大澤英雄（国士舘大学学長、アジア･日本研究センター長）

国士舘大学体育学部卒業。体育学部長、国士舘大学大学

院スポーツ･システム研究科（修士課程）教授を経て現職。

専門はコーチング論。1989年年学校法人国士舘評議員、
2002年理事。2003年 12月学長就任。2004年体育大学
協議会理事、同年全国体育系大学学長・学部長会長『日

本サッカーがワールドカップで勝つ日』（アイオーエム）

など。 

日時：2004 年 9 月 25 日（土）10:00～18:00 

場所：国士舘大学世田谷キャンパス中央図書館４階 AV ホール 

趣旨：近年アジア地域において、日本のアニメ、「韓流」、香港ムービーなどに代表されるポピュラー文化が、

国境を越えた文化の流れをつくり出している。それはもはや一部のオタクが享楽する水準を超え、アジアの未

来を予兆する錯綜したうねりとなっている。民族誌的アプローチを重視しながら、そうした新たな文化交流が

提示する未来像を重層的に捉える。 

シャロン キンセラ (イエール大学社会学部助教授) 
オックスフォード大学にて博士課程修了。漫画、オタク

文化、若者文化、女子高校生などをテーマに、日本の社

会について研究を重ねている。著書に『アダルト漫画：

現代日本社会の文化と権力』など。 
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ガングロ, 文化の越境と友好 

 コギャルは、90年代の中ごろよりギャルファッション
と共に出現し始めた女子高校生のストリート・スタイル

と結びつき、社会の中心的価値の対極を意味するように

なった。そのファッションには、サーフスタイルやエス

ニック、娼婦のイメージなど多くの要素が取り込まれて

いる。中でも汚いビーチサンダルや古い学生服をまとっ

た格好はオギャル、真っ黒に見えるほど日焼けしたコギ

ャルはガングロと呼ばれた。ヤマンバとは銀髪に極端に

白や茶色の化粧をしたガングロである。 
 アメリカの黒人文化のエッセンスがコギャル文化に与

えた影響は顕著に見られる。ニーナ・コルニェッツによ

ると、ガングロの黒い肌は、特に米国黒人に代表される

自信とポジティブな自己イメージを意味しているとい

う。80年代頃から台頭していたヒップホップ文化に始ま
り、Fineなどの雑誌やコギャル向けの雑誌ではナオミ・
キャンベルやデスティニーズ・チャイルドなどが紹介さ

れている。また90年代最大のアイドル安室奈美恵はTLC
などのアメリカンソウルバンドの要素を取り入れてい

る。これらに感化され、コギャルやガングロ文化にはヒ

ップホップの要素が多く、コギャルに人気のデパート１

０９では、日本人向けに改良された黒人系（B 系）と呼
ばれる服が売られている。 
 男性週刊誌では、ガングロは部族的なイメージを使っ

て酷評されている。大沼ショージが 1999 年に発表した
写真集『民族』などでは、コギャルをみすぼらしいもの

として取り扱っている。 
コギャルやガングロ達は意識していないであろうが、

エスニックやブラックな要素が混在する格好は、日本の

ギャルスタイルが世界的な流行を取り込んでいることを

表している。こういったスタイルは、ホミ・バーバの提

唱した“想像の共同体が混在する超民族的・変形的感覚”

への嗜好をあらわしているとも言えよう。複数の文化を

混ぜ合わせたトランスナショナリズムの歴史は長く、

1970 年代のカンフー映画には既に黒人文化とのつなが
りが見られた。トランスナショナリズムはその時代には

あくまでサブカルチャー的だったが、最近になるにつれ

て、日本を始め他のアジア各国に広く浸透している。 
社会的に最も抑圧され、枠に押し込められている集団

が多民族的なスタイル形成の先端を担っている事実は面

白い。理念に基づいて育成される日本の女子高校生、狭

義のステレオタイプに押し込まれた米国黒人は、お互い

の文化の域を越え合うことにより、個人としての広がり

を見つけている。多民族的な文化は人種的、性別的アイ

デンティティの進化を反映しているのである。 

イデオロギーと脱イデオロギーの狭間から‐韓国におけ

る日本大衆文化の昨日と明日‐ 
 韓国の日本文化開放当初、青少年が犠牲者になるとい

う当惑感や、社会的な反響と意見の対立が続出した。

2004年現在では、日本大衆文化を「受け入れる」よりは
むしろ積極的に「楽しんでいる」ようである。 
日本の大衆文化に触れるまでの国家的な背景を述べる

と、1960年以前、日本的な様相がなければ韓国語に翻訳
しての輸入が可能であった。一般大衆は日本の文化と気

づかずに親しんでいたのである。それが文化の開放によ

って、暴力性や低俗性などの嫌悪感と、学ぶべき対象と

しての尊敬感が生まれた。しかし日本文化が入り込むに

つれ、韓国人は作り上げてきたマイナスの先入観からの

離脱が徐々に進み、現在では全面的に受け入れられてい

る。大衆文化をイデオロギーと結びつけずに、文化産業

の側面から考えるようになり、日本文化に対して客観的

な姿勢が取れるようになったのである。 
その最もたるところがアニメである。現在韓国では 24
時間日本のアニメにアクセスできる。それを利用した副

産物として、若者はパロディのアニメや小説、コスプレ

などを作成しては楽しんでいる。その反面、教科書の歴

史問題などでは日本に対する批判を強烈に行ったりす

る。 
こういった行動から、国籍に関係なく個人的な趣向に

重きを置き、良い物を評価する姿勢が伝わってくる。ま

た、楽しみと政治的な思考とは分けて考えているという

ことがわかる。つまり日本文化を受け入れるというのは、

イデオロギーとはまったく関係がないところでの現象な

のである。 
以上のことから次の点を強調したい。まず、日本文化

に対する韓国社会の意識が変わってきている点、次に、

青少年の態度はイデオロギーや善悪に影響されず、個人

の好みを反映しているものである点である。これらの青

少年の自由な態度はこれからの韓日関係に明るい未来を

示唆していると言えよう。 

土佐昌樹（国士舘大学 21世紀アジア学部教授） 
大阪大学人間科学部博士課程単位取得退学。ハーバード

大学人類学科客員研究員、神田外語大学教授などを歴任。

主に韓国でフィールド調査を積み重ねながら、大衆文化

をナショナリズムとグローバル化との関係の中で研究し

ている。著書に『インターネットと宗教』（岩波書店）、

『変わる韓国、変らない韓国－グローバル時代の民族誌

に向けて』（洋泉社）などがある。 
『韓流』はアジアの地平に向かって流れる 

90年代後半から韓国のドラマ、映画、歌などがアジア
各地で大きな人気を呼び、「韓流」と呼ばれる現象を引き

起こしている。韓流には主にドラマによって引き起こさ

れるブームのレベルと、歌、映画、ファッションなどに

対する若者世代の愛好がつくりだすサブカルチャーのレ

ベルがある。ここではドラマに焦点を当てながら、日本

とミャンマーの事例を比較することを通じ、韓流の共通

性と偏差の意味を探る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ディスカッション第二部： 
張竜傑（慶南大学校日本語教育科助教授） 
啓明大学校大学院日語日文学修士、大阪大学大学院人間

科学博士課程修了。韓国における日本の大衆文化に対す

る受容の研究を続けている。著書に『征韓論と朝鮮認識』、

論文に「日本大衆文化の受容に現れた文化摩擦と変容に

関する考察」など。 
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「韓流」の言葉が生まれた中国社会では、消費文化の加

熱、多文化的メディア状況、海賊コピーという三つの特

徴が目につくが、他の地域における韓流の社会的背景を

考えるときにもこのポイントは大きな手がかりとなる。 
日本の韓国ドラマブームは、社会的ブームであるとと

もに、中年女性を中心にしたサブカルチャー現象である

といえる。『冬のソナタ』に対する熱狂的な人気の高まり

は、戦後の日韓関係の発展線上にあるというよりは、一

種の「飛躍」として記述できる現象である。メディアの

多文化状況が進む豊かな日本のケースは、サブカルチャ

ー現象が必ずしも若者世代に限られたものではないこと

を証明した。 
一方、ミャンマーにおける韓国ドラマの人気は、家族

的視聴が基礎となったブームであるとともに、若者を中

心にした流行であり、豊かで新しい生活に対するあこが

れがその推進力となっている。軍事政権下におけるコン

トロールされた多文化的状況、均衡を欠いた消費文化の

加熱、海賊コピーのグローバル・ネットワークといった

背景がそのブームを支えている。 
両者は、異なる社会的主体を前提とし、一見すると異

なる文化的方向を向いた現象である。しかし、もう少し

慎重に検討してみると、そこには重要な共通性がある。

それは、土着的親近感と流行的先端とのアマルガム、自

由と統制が一定の割合で配合された文化的混淆が、「普遍

的な」魅力を備えたテキストとして流通することである。

「韓流」を通じて浮かび上がるのは固定したアイデンテ

ィティでなく、矛盾とダイナミックな多層性であり、そ

れこそがアジアという夢幻的アイデンティティにほかな

らない。 
民族主義が強く、文化的発信力が弱いと見られていた

韓国からアジア広域に流通する文化的テキストが生み出

されたことの意味は大きい。それは韓国文化のハイブリ

ッド化と受容側のハイブリッド化が同時に進むことで初

めて成立する現象であり、そうした「どっちつかず」の

時空から明日の「アジア」の可能性と限界を読みとるこ

とができる。 

復帰３０周年をきっかけにして沖縄の文化的価値は再

認識され、本土からの 500万以上の観光客、また移住希
望者を増加させた。加えて沖縄食レストランや雑貨が販

売されるなど、沖縄発文化が賛美される現象がおきてい

る。だがそういった興味は現地人の間では、環境や従来

の生活様式、人間関係などを崩しているという懸念を生

んでいる。「島人ぬ宝」は全国の聴衆にノスタルジーを、

沖縄人にはローカールアイデンティティを思い起こさせ

るよう作用しているのである。 
 これらのイメージに対し、それがどのように現地で使

われ、どのように沖縄の若年層が自己のアイデンティテ

ィを見出していくかを調査するために、沖縄の家庭や交

流の場である「ゆんたく」の場、そのなかでも「もあい」

や「あしびな」といったところでエスノグラフィック・

リサーチを行った。インフォーマントたちは沖縄の歴史

についてそれほど詳しいわけではなく、基地問題につい

ても特に異論はないという姿勢があった。けれども内地

からの観光客の行為や無神経さに対する怒りを発端にし

て、そこからむしろ自分達のアイデンティティを強める

と 言 う 傾 向 が 見 ら れ た 。 ま た 他 の 沖 縄 の 曲

（MONGOL800 の｢あなたに｣など）から、変わり行く
沖縄を変わらせてはいけないというメッセージを受け取

っている。こういったことから構築されるアイデンティ

ティは「入り込んでくる内地」／「侵食される沖縄」と

いう観念の上に成り立った漠然とした民族意識（より情

緒的なムードである）や、やまとんちゅーと自分達の溝

を認識した上で、そのやまとんちゅーが覆い被せたイメ

ージをむしろ利用して自分達のアイデンティティを主張

していくのだという新しい姿勢が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ディスカッション第三部： 
青柳寛（国士舘大学２１世紀アジア学部助教授） 
ブリティッシュ･コロンビア大学人類学＆社会学博士課

程修了。ハーバード大学ライシャワー日本研究所、テキ

サス大学オースティン校アジア学部講師などを経て現

職。日本とアジア諸国の風俗/風習をベースに、資本主義
文化の理解を目的とする人類学研究に携わる。論文に「ア

イドルパフォーマンスとアジアン・アイデンティティ」、

「日本の資本化：日本と海外貿易とアジアにおける資本

主義慣習化のプロセス」など。 
琉ポップの越境が物語る沖縄性 
 石垣島出身のバンド BEGIN の歌う、琉球本来の自然
美と人心の豊かさを訴え、それが失われていくことへの

悲しさと危機感を促す「島人ぬ宝」は 2002 年にリリー
スされて以来、日本全土の興味を惹きつけている。これ

は NHK ドラマ「ちゅらさん」などと同じ、日本の都会
化された現実から離れ、ユートピア的イメージが濃く映

されていると同時に、サブリミナルに沖縄人（うちなん

ちゅー）の消え行く沖縄文化に対する危機感が表されて

いると考えられる。  

松岡環（シネマ・アジア代表、アジア映画研究者） 
大阪外国語大学インド･パキスタン語科卒業。インド映画

を日本に広めることに大きく貢献。現在はアジア映画全

般を研究しながら執筆、講演、字幕翻訳など様々な活動

に携わっている。著書に『アジア･映画の都』（めこん）、

字幕担当に『ムトゥ 踊るマハラジャ』『ラジュー出世す

る』などがある。 
映画が国境を越える時 ‐アジアの“ハリウッド”が築

いたムービーロード‐ 
アジアにおける大衆文化の越境は今に始まったもので

はなく、植民地時代から特にインド映画と中国語圏映画

は流通していた。こういった流通、越境がどういう要因

を以って可能になったのかを研究する。 
中国語圏映画は 1920 年代、東南アジアへの輸出が始ま
り、中国人の移住と共に各言語系の華人、華僑の地域に

広がった。こういった海外市場で人気のあったものは、

伝統劇の映画化が主であった。また現代劇のミュージカ 
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ルや歌謡映画が主であり、流行歌が東アジア及び東南ア

ジアに流布された。1960年前後に映画に北京語と英語の
字幕が付けられ始めるとと、中国系の人々を巻き込みな

がら東南アジア全体で中国語圏映画がさらに広まり、

1954年に始まった現在の「アジア・太平洋映画祭」から
映画人の往来や合作映画などが頻繁に行われるようにな

る。そして 1970 年代の国際的ヒーロー、ブルース・リ
ー、そして 1980 年代からのジャッキー・チェンがアメ
リカに進出すると、中国語圏映画が更に越境する大きな

機会になった。  
次にインド映画であるが、1920年代からインド系住民
の人々を中心に東南アジアに輸出が始まったが、その多

くは多言語での制作であった。現在インドでは大体二十

数言語で映画が作られている。また伝統演劇を踏襲した

ミュージカル様式がトーキー映画と共に完成した。あら

ゆる娯楽要素の入ったインド映画は分かりやすく、イギ

リス領の時代を経て各国の映画人と交流し、資本を蓄え

た。こういった国際化を経て映画産業は強化され、ビデ

オや衛星テレビの流通によって公開という手段に頼らな

くても映画が広まるようになった。 
 これら両方の映画の越境に強く関与したものは、①国

外在住の中国人やインド人の存在、②アクションやミュ

ージカル中心の身体言語が主な媒体であったこと、③文

化的均一性と共通性、異質性とエキゾチシズムの配合さ

れた文化思想、④音楽と映画などのメディアミックスで

あったこと、⑤ハリウッド映画などに比べて格安の経済

性、が挙げられる。 
 また最近では、韓流ドラマを始めとして、テレビドラ

マ主導型の文化が流通している。その中でも台湾の「流

星花園」は日本の「花より男子」という漫画を原作とし

ているが、他のアジア圏の映画でも日本の影響が多く見

られている。この状況は現在突如台頭したものではなく、

日活アクションや円谷プロの時代から、日本とアジアは

ポップカルチャーの面では、深く関わっているのである。

の下に号令に対してすばやく反応できる、上からの訓練

に順応しやすい体と心である。その現象オリンピックな

どにおけるメディア放送でも顕著である。日本人選手の

可能性に注目し、国旗を揚げる瞬間の感動を共有する。

そこではスポーツ自体の楽しさよりも、そこに至るまで

のプロセスや国民としての物語に焦点が当てられる傾向

がある。  
またスポーツは新しい遊びとしてかくれんぼや缶けり

に取って代わり、日常化、定着化して受け入れられてい

った。ストリートダンスや 3 on 3に代表されるレジャー
としてのスポーツにおける遊びの要素の割合が、上から

のナショナルな次元に取られて政治的に利用される度合

いを変えていくと言えよう。それはスポーツ集団のベー

スをつくる基底集団が、政治や教育の世界を構成するベ

ースの集団に深い部分でリンクしているからである。 
日本では、1960年代の企業のレクリエーションだった
スポーツサークルがチーム、セミプロ的に活動を拡大し、

企業宣伝のための企業チームが形成された。また所属意

識向上や一体感、そして健康維持のため、工場や企業の

厚生施設としてスポーツ施設が作られた。その一方で、

都会のライフスタイルとして平日は屋内フィットネスセ

ンター、休日は郊外の公園で汗を流すなど、仕事とは別

の趣味の共通性で結ばれるグループを生み出してきた。 
この点において台湾では、家庭的小企業が多く、日本

のように企業によるスポーツ環境の整備は発展しなかっ

た。また国民党政権が自発的な横のつながりを奨励しな

かったこともあり、上からの組織化が大きく影響してい

る。都市中間層のライフスタイルにおいても、運動不足

や肥満、ストレスを解消するためにする散歩やジョギン

グなどが、台湾人の“参加する”スポーツの主流である。

その多くが一人または少人数で楽しめるもので、日本人

とは生活の中へのスポーツの取り入れかたに大きな違い

がある。2000 年頃からスポーツ人口倍増計画が推進さ
れ、運動施設の充実が図られている。学校教育の中でも

体育・スポーツに重点が置かれている。 
 スポーツ“観戦”は、CATV の開設もあり、急速に普
及している。バスケットボールと野球が人気だが、特に

野球はナショナルボールゲームと呼ばれ、台湾人は高い

関心を持っている。その理由は野球が日本の植民統治時

代に輸入され、それから発展開花してきた 100年の歴史
を、国と重ねて語れるスポーツだからである。特に 1931
年の嘉義農業高校や旧チームが日本甲子園に参加して優

勝し、また 1968 年紅葉チームが少年野球で日本に勝つ
と、それが引き金となって野球ブームがおこった。以来

台湾のメディアでは毎日のように、メジャーリーグ、日

本と序列化された野球の結果が載る。 
2008年の北京オリンピック開催に向けて、中国との政
治的な問題を抱える台湾が、スポーツ意識向上やアイデ

ンティティをどのように構築、編成していくのか。まだ

まだ課題は多い。そうした状況を政治的な視点だけでな

く、ポピュラーカルチャーとしてのスポーツと視点とし

て考察していくことが、台湾の実質的な変容を捉えてい

くために重要となっていくだろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

清水麗（国士舘大学２１世紀アジア学部助教授） 

筑波大学大学院博士課程国際政治経済学研究科単位取得

退学。東アジアの国際関係、戦後日中台関係史を専門と

し、日本と台湾の戦後史、中台関係の日本外交に注目し

ている。論文に「台湾の対中国政策の基調と政策決定過

程」、「『第二次吉田書簡（1964）』をめぐる日中台関係の
展開」など。 
スポーツ文化から見る台湾のポピュラーカルチャー 
 国民的スポーツにまで発展した台湾の野球は、もとも

とは植民統治時代に日本から持ち込まれたものだった。

台湾人は統治側の日本人よりも日本精神を体現し、日本

に打ち勝つのだという意識が野球の広がる大きな要因で

あったように思われる。中華文化では、文に比べ武を軽

視する傾向があるが、台湾では植民地時代の学校体操や

ラジオ体操などの国民教育から、スポーツ受容に対する

体勢が整えられていたと考えられる。 
 国境や文化を越えてスポーツの広がる力は大きい。し

かしその反面、容易にナショナリズムと結びつき、政治

的に利用されやすいという側面もある。近代スポーツは

体育活動を国民教育として施していく中で普及し、国民

として均質な体を形成していった。それは、礼儀正しさ 
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